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小笠原 海台周辺 域の テクトニ クス

ー「しんかい6500」第145, 146 潜航の結果－

沖野 郷子＊l　徳山　英一＊2 加藤 幸弘＊1

小笠原梅合は太平洋プ レート の北西 に位ｌ し，複 数の梅山 によ り廬虚 されている。梅台は現

在 伊豆小笠原海溝に連し て，ま さに沈 み込み つつあ り，海 台上に は多く の正断Ｉ が発遵してい

る。「し んかいｇｗｌ」第1戳146 嵩航 はこの海 曹付近 の海溝外側斜面 （小笠原海台下部）と内

側斜 面で行わ れた。 潜航 の結 果，小 笠 原海台下都 では迪礁性石 灰岩が1,０【X】ｍ以 卜凉皖して観

察 された。内 抛斜 面では 海台を 構成 するものと同じ 石灰岩 が破砕 された ものによ・ て嵳面 が形

成 され， その上位 に層理 の発連 した凝 灰質砂 轡 の層 が の，ている。これは小竹●海台の石灰岩

が沈み込 みに遭れ て破砕 し内側 斜面基 部に付 加した ものであ るか， もと を,と海台上に発達して

い た正断層 による東向 きの断層 崖が海溝軸に 遽してい るところを 観粛し てい るのか２つの可能

性 が考えら れる。 前者の場合。 破砕一付匐 窿ま がいり たん休止し。 その樢 卜部に火山性物質が

堆 敬し現在に至｡ ていると考え ると，海台付近 では沈 み込 みは連続 的に ではなく イペｙ卜的に

起 こりている ものと予想 で きる。
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Tectonics  of the Ogasawara  Plateau  and  the

Adjacent  Region

―Results of "Shinkai 8500" Dives #143 and 146-

The  Ogaaawara  Plateau, which  consists of several seamounts.  it situated at the north*

eastern  end  of the  Pacific plate. Its  western  eed  reaches  the  Itu-Ogasawara  (Bonln)

Trench.  where  many  normal  faults develop  oo  the  plateau. Dives  *145  and  146  of

'Shinkai  6500" were  earned  out  at the seaward  ana  the  landward  trench  wall near the

junction  erf Ojasawara  F3ateau Md  th* treath, A  t the seaward  wall d  the ireoctv we

observed  the sequence  of the reef limestone  ranging more  than  lj)Mm  on the lower part

of  the Ogasawara  Plateau. The  dive of landward  trench wall revealed that the surface is

composed  ol limesto&e  breccias as same  ae that observed  at the seaward  side and  the

stratified tuffaceous  sandstone  layer  which  overlies the limestone  layer. To  interpret
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the  character  of the inner trench wall, we  can  consider  two  possibilities as follows:  1)

The  limestones  forming  the plateau have  teen  fractured as the plateau  subducts,  and

accreted on  the inner trench wall, or 2) we  observed  the east dipping  normal  fault scarp

on  the plateau reaching  the  trench axis. The  former  interpretation supports  the idea

that  theaubductioa  near the plateau occurs not continuously  but eventually, because  the

sedimentation  of the volcanic materials indicates the cease of the subduclion-secretioc

process.

Key  words:  Ogasawara  Plateau. Subdu-clion, Limestone,  Accretion

１．は じ め に

小笠原淘台は西太平洋に， 匯ぽ東西からｺﾞﾘﾋ西に配列

するマーカス・ウ・ －ク海山列の西端に位●し，伊豆・

小笠原海溝とマリアナ淘溝の会合都のわずか北側に位Ｉ

する（圜I ）.Ｓｍｃｏt（1983a ） は亶鰹149 °以西が極め

て連続性 のよい洵LI亅列であ ることから， マーカス・

ウＪ－ク海山列 と独立させ, Michelson Ｒｉｄｇｅ と名付

けている。 一般に小笠原海台は東経14･゜ 3（yよりj21西を

さす（長岡li か，1989 ）（図2 ，3 ）。

1992年９月，小笠原洵台西嶋の海台が海溝に達してい

る漉域において，梅満膀側と海側の斜面の地形地質の餌

査を「しんかい6S00J によｰｺて行うた。この小論文では

巌航結果と従来のデータを統合して小幹置海會のテク１

ｓタスを考察する。

２．地形及ぴ廸貿構造

潜航に先だ。て，「よこすか」 搭載のマルチナロー

ピーム測掫檣HS10 により地形櫚査を行・ た。図４はそ

の艙 果と。水路郎による過 去のＳｅａ ａ－ｍ 謁査の結果

をあわせたものである。また・ 査海域を東西に横切るマ

ルチチ．ｙネル音波探査が盲霤大学海洋麥究所によ。て

行われている（図５，６）。

これらの地形・地質構溘爾査によれぱ，小倖酉海台付

近には４種甎の異なる方向に疂凛した断層群が認められ

る。これらの断層群は，伊豆・小笠原海濤の走向にほぽ

平行なN5 －10°Ｗの正断層群（タイプ Ａ）， マリアナ滴

濤の走向に猛ぽ平行なN50 Ｗ゚ の断●群（夕４プｌ）｡周

辺の地磁気鎬坎異常 （白亜紀） の走向にほぽ平行なN

50°Ｅの正断層群（タイプＣ），そして梅台上に分布する

梅山と海山の間に発達する|里ぽN6（1°Ｗの走向を持つ噺

層群（タイプＤ）に分けられる。このうちタイプＣとＤ

は145°Ｅの矢那海d』の西録から出現しはじめる。 矢部海

山 の西忌はほぽｏｕtel gravity high に相当する。一方，

タイプＡ・ 東海山より西の海涓淘側斜面には多数讖 別
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されるか，柬海山より東では非常 にまれである。 また，

夕４プ Ｂも南海山 め南北斜面からマllアナ梅溝軸にか

けて発達するが。 その他の岫域で はほとんど見られな

い。Ｄ タイプを代表する陶海山の北東縁を境するもの，

東淘山の南西縁を境するもの，さらに北海山と北東海山

の南西縁を墺するものは左檎ずれ断層と考えられている

（長胃 砥か，196S ；Ｓｍｏ・t 1983b ）｡彼らによれば小笠

原海台は４つ のもともとが独立した海山か寄せ集ま。て

形成されたものであり，タイプＤの断層群は各海山の閼

の柾紬（大渫底）に発漣したlsのと判断されている。そ

して，はじめはあ る間繝を･, 。て配列していた少なくと

も４つの海山（南海山，中央ブロ ック。西海山/柬海山，

北海山/北東海山）が， 西北西の走向の左檎ずれ断層に

よ･gて移助し，稠在で は近接Ｌて集合 一合体しているも

のと推測した。

３．潜 紋 紬 睾

３．１　第145 潜航

第145潜鷸躙憲は断層により分斯されたプｏ。クの １

つである南海dlの1幄!i端で行なわれた。本鰉点はマりア

ナ海満の走向と伊豆・小笠原海溝の走向にほぽ等しい夕

イプＡとタイプＢ の断層系が交わる地点に当たり，急斜

面か発遭している。 潜航地点より約７海里北の淘溝紬を

よぎり南海山及び海溝内側斜面を 穏ぽ東西に横断するマ

ルチ・チャンネル音波探査配録（図 ５）によると，海溝

内側斜面では最上郎の匍癲 を欠き第二瑠が露出している

と考えられる。着底地点は23°18.464’Ｎ，14S･1S.862E.

水渊Sβ72m のやや綬斜面にあたり，海底面は未圃結堆

機物により榎われている。着 痙矗より数百ｍほど東の水

原約S,?40m 付近から約U00nl にかけて麁斜面が発連し

石灰岩屬が露出していた（写真１）。水源が約5,34）emか

ら約S,1呻ｍまではやや纉傾斜となり未固結堆積物に覆

われているが，所々で石氏岩●が露出しているのが観察

された。未固結堆積勧の上には石灰岩の巨礫が多数敵在

-JAMSTEC  J. Dmp  Saa R*s･｡1011994】



圜 １ 輿査 区域 圜 ．四 角で 圓 まれ た 区域 は図 ３の． 劍 轢 留 は圜 ４の 鴫 團 を 示 す 。 ＥＵ：ａ － ラシｙ プ レ ート ，？Ａ：太 平洋 プ レー

1 ，PR: フ４ ９ ピ ン海 ﾌﾟ･レ ー１ ，ｌＴ ：爾 海 ト ラ フ ，Ｘ ：九 州 パラ オ 海嶺 。 Ｎ ：ｉ 七 龜洵 巍 Ｓ： 四国 爾 遒 ，Ｆ：パ レ ス ペ

ラ海 盆

ｎ ＆1 Survey ａｆｌｌ ｍ 叩 ， Ｂｏｘ 勧 ｄ ｓｉｌｉｅｄ ａｒｓａ show t ｈｅ ａｚｔａ of Ｆ 咏 Ｓａｎｄ４、ys ｐｅｃ偃ｖｄｙ． ＥＵ：皀ｕy●tr友plate.  PA ：

Ｐ●ｄ ＆li 眦氛Plx Ｐｈｌｉｐμｎｅ Ｓ仙 ｐt鶲皿．Ｘ ｘＫｙ叫h 驢-Ｐａｌ翕ｕ Ridl 叺 Ｎ：NUhi-Shfchlto Ｒｊｄ粐. Ｔ:Shikoku ｉ㎞ｄｎ，

P:  Parece Vela Ｒ皿㎡ ●．

していた( 写真 ２)。 水 課が約5,10()ｍから離 底点 の

25°1＆480'Ｎ，143 °17221E. 水深4,662m までは再び急斜

面となり。ほぽ連碗して石灰岩盾か露出していた( 図 ７

)。以上から。比高にして1,2(X)ｍ以上にわた。て 石灰岩

屬が一部未固結堆種物に榎われているものの。ほぽ連碗

して露出しているものと解釈される。 さらに，石灰岩・

は驢底盍より浅郎にまで引 き続き露出するものと推測さ

れる。このような厚い石灰岩層は真の層厚で轜な く， 複

JAMSTECJ. Ｄ･・pS・●R・｡10119 恫l

数の正断層により同一盾凖が繰り返すことによる場合 も

あるが，音波探査Ｆ 倡によると大規模な同一●凖の繰り

返しは支持されない。 また，地・ の傾斜による見かけの

屬厚の増加分を考慮しても，観察された石灰岩の真の層

厚は優に1μｌｍを超すものと判断される。

目視観察と棺取された岩石試料によれぱ，露頭及び巨

礫の石灰岩はともに内部韻擔は明瞭に保存されており，

正断層の発達による変形を被りていない，塊状の岩石で
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閥 ２　小笠原海台 付近 の海底地形 ３次元図。 黒 丸は潜航 地点を 示し てい る，

Fit.2 3  D  map  around the Ogasawara  Plateau. Black  dries indicate the dive points.

ある｡ この塊状の石灰岩は２種顛に分類することができ

る. 1 種類はalgae が多数含まれることで特徴付けら

れ， 下位に卓越している。もう1 種類はrudistidsを多

量に含み 上位に卓越している。このような石灰岩は前期

白唖紀の珊瑚礁のlagoon 堆積物と考えられる。現在の

水深は6.000m ほどに達することから，この石灰岩は形

成された当時の水深ほぼＯｍからおよそ6,000m沈降し

たことになる，詳細な海底地形関から判断すると，小笠

原海台は水深5,500m の大洋底から比高約3,000mの台地

状の臨まりの 上に数個の海山が乗かっている地形を示

す　海山の1 つ束海山からはncrinoa やrudistesを含

む石灰岩が報告されている( Ｋｏｎｉｓhi，1985)。 また，

同様の化石は矢部海山からも報告されている( 柴，

19791J　，今川の潜航によって，海山の頂部ばかりでなく

台地状の高まり令域にわたり層厚が1,000mを超す石灰

肖が分布する可能性が示唆された。

このように層厚が1.000 mを超すほぼ同年代の石灰岩

層 は 中 部 太 平 洋 海山 群の 北 西 部 （ODPLeg143 の 第866 掘

削 孔 ） か ら 報 告 さ れ て い る。 中 部 太 平 洋 海 山 俳 は 多 数 の

海 山 の 集 合 体か ら 構 成 さ れ， そ の 広 が り は小 笠 原 海 台 の

数 倍 に 達 す る。 両 地 域 と も 周囲 の 深 海 底 に は中 生 代 の 地

磁 気 縞 模 様 が 認 識 さ れ （Nakanishi et al..  1989)｡　 そ の

縞 模 様 か ら 推定 さ れ る両 サ ンプ ル採 取 地 点 近 傍 の 年 代 は

と も に ＭＯＭａであ る 。 従 っ て， 深 海 底 の 年 代 と， そ の 上

に 乗 っ て い る 海 台 の 年 代 は20  Ma ほ ど 開 き が あ る もの と

考え ら れ る。

３。２　第146潜航

第146 潜航は伊豆小笠原海溝の南端 部， 太平洋プレー

ト 上の小笠原海台が海溝軸に達しまさに沈み込みつつあ

る地点 で行われた　（図4 ）。ここでは海溝の 水深が約

3.700 mと浅く なっており， 潜航はこの海溝底に 着底し

たのち陸側の斜而を比高400m に わたって登り，目 視観

察と岩石採取を行った（図８，９）。

着底点付近は伊豆小笠原海満が最も浅くなっていると



圜 Ｓ 小 等麕 淘 合付 近ｅ シ ーピ ー ム デ ータ` に よる 海既 鴆 彫菌 。 ＝yｙ タ ー 間隔 は 加Osl ， 曩 琿 は柵 航埼 点 。魯.ｂ 縁 は 關 Ｓに 示す マ

ル チチ ャ ンネ ル音 波 鑠査 濔 繍を 示 す。 Ｎ：戈 海 山， ＮＥ：北 東 海 山 ，Ｅ： 東欝 山 ， Ｗ ：西海 山．Ｓ：南 海Lb.  Y: 矢部 掬山
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ころで水深$j3,750m の平岨面である。表面は灰白色の

砂膕からな。ており。リフプルマークが発達している。

リップルマ ークは場所により多少の差があるが，およそ

340°方向からの流れを示し，直線状 のものと鱗伏のも

のがある。 また海底面の所々にｌｍを超す巨大な石灰岩

と砂岩の角礫が散在する。そのほか一節に小曝が帯状に

分布しているところが見られた。北西に進むにつれ海溝

底と崖との間の緩い傾斜面は崖錯角礫で埋 めつくされる

ようになった（荳ま３）。 礫は石灰岩と褐色の砂岩がほ

ぽ岡率で存在する。礫サイズは梅厩を遒むにつれてはっ

きりと変化する。水深氣735m 付近では10～50cm の範囲

で様々なサイズの礫が混在するが，3,7vOm 付近は径がｌ

ｍ程度の巨大な礫でおおわれ，以後傾斜の変換点に至る

までは徐々に礫 のサイズが小さくなる。 水深3,617m 付

近が傾斜変換点 となり， その上郷およそ3,400m まで斜

面は石灰岩の礫で構成されている。錬以外の都分も石灰

岩の細かく砕けたものと思われる（写裏４）。 礫の中に

は多量の貝化石を含むものも見られた。 ところどころに

砂岩の転石も観察されるがわずかである。潜航調査は基

本的にはS仭゜方向に崖の尾根線を たどるように行 った

が。尾根の両側には大規襖な崩落の跡と考えられる椀状

のくぽみが随所に見られた。 水深3,530m 付近と3,490m

JAMSTEC J.  D*≪p S●● R●ｓ｡10 (1994)

付近で石灰岩に明るい黄栂色の帯を兇見した（写真Ｓ）。

この帯は栢が１～数cm で崖面に刻まれた糲いがシャー

プな涓である。 横方向 のひろがりは完全に追跡できな

かりたがほぽ南北に少なくとも10m 以卜は連続している

ようであうた。この変色した帯状の部分は断層面の崖表

ｉ へ の現れで ある可能性があ る。 震色域はNS から

ＮＮＥ－SSW の走向でほぱ鑪直に分布する1,のと推定さ

れる。水深3,44am 付近から石灰岩で構成されている崖

の表面に黒褐色の徽ｃｍの砂岩の礫が混ざるようにな・

た。その後海暖面はやや傾斜を増 し，水淵約3^00m を

墳に主として騅灰質砂岩からなる襴頑か現れた。S,4 ㈲

～3,90am の聞は基本的には水平な册璢が発達Ｌていて，

小碑を含み，断層（写真６）や震形（写真７）を伴りて

いる。膕の上都は灰色の均質な綢粒物からなる雌で。水

蔗3､370m 付近で傾斜は緩やかになり崖の中腹の平坦垉

に灣達した。塵 の上の平坦壗は灰白色の砂地にマンガｙ

で顕われた砂岩 が分布する。塵に近い耶分では砂岩はこ

ぷし大の亜円磯 だが，平坦面では１ｍ四方を超え厚さ10

cm 租度の板状をしている（写真８）。マンガン髏のｌ さ

は2 ～･ｍ７１である。 これらの上には殫く砂が峨租して

いた。

●理の発達した砂岩の篳篥で框数した岩石試料は徽化

us



石を多量に含む火山砕屑性砂粒と基質で構成され、全体

に炭酸塩化した凝灰質砂岩であった。 岩石中には少量の

鰹石片や安山岩片が見られる。また、 含まれていた石灰

貧ナンノ化石（Ｐsｅｕdoemiliania lacunosa など） から

嶇代はＣＮＵ 帯｡3.5 ～１０Ｍａと推定される。

図 ４ 駐46 潜 航 地 点 （箍 印 ）付 近 の海 底 地形 図。 水 路 部 のシ ー ピー ム デー タと 潜 航 前 調 査で 冊 られ たHS10 の デー タを 紺 集 し

た。 コ ン タ ー間 隔50m

Fig.  4 Dltailed t ｏｐｏｇrａｐｈy ａｒｏｕnd 1146 dive site. Ｓａ Bean ｄａｌａ ａｎｄ ＨＳ１０ ｄａｌａａｒｅ compiled. Conlour  interval  is

50m.
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図 ６ 椣 式 的 な 伊豆 ・小 笠 原 海 溝 と 小 笠 原 梅 台を 横 断 す

る地 賢 構造 断 面

F4. ６ Schematic cross section ｏｆ tｈｅ feu-Ogasa-

ｗ自rａ （Ｂｏｎｉｎ） Ｔrｔneh and t ｈｅ Ｏｇａtaｗａｒａ

Plａlｅａ1１

４．瞳　　 論

今回の潜航詢晝は海溝軸を挟む海 溝外側斜面（第145

1 吭）と海溝内 側斜面（擇146 潜航 ）の異なるテ クト

ニ。ク・セフテ４ングで特徼づけられる２地点で実施さ

れた。その鈷果，梅溝外側斜面では正断層が発達し。 急

傾斜の断層面には石灰岩が|量ぽ連続して露出す るこ とが

判明した。石灰岩は塊狄を示し断層遭動による破砕等の

変形は枷察されなか･５た。断層面がやや椶傾斜 の墻所に

は，最大10m に達するような石灰岩 の巨 ●が見られる

が，この巨聹は急斜面が濳落したものと推測さ れる。

JAMSTEC  J. DMp S●・ Ｒ●･｡｡1●｛1994｝

国 Ｓ 東 京 大学 海洋 研 究所 に よ る伊 豆 －小 笠 康iS 溝 と 小 零 ● 海 台 を 横 斬 す る マ ル チｆ ●ｙｌ ル 音放 擶 鎚1 黼( 上 ＝脚 轢 ４ 下 ＝

測 繍b) 。 爾線 は 図 ３ に示 さ れ て い る 。

Ｒｇ.S M11ti- ｃｈａｎｎｅｌｓeiｓｍｉｃ ｐｒoalｓ ａｃｌﾐti ｓ Izu-Oga ≪tw ≫ra (Bonin)  Trench 皿 ｄtlleO 冪●slｗｍ Ｐ･ｌtｅａ駄 ０眦ｌｉｎｅｄ

ｌyy(１ＲＪ、Ｔｏｋyｏ Ｕrxiｖ. 佃 ｐ ＝ｎ●皿1146.bOtt ｏｌｎ:near  #145). Location of t ｈｅ survey lines  are  shown  in Fij-i

一 方， 海 溝内 側斜 面 は 某 團 耶に 礫 岩層 が そ の 上位 に 砂

岩 珊 が分 布 し て いる 。 礫 岩層 は 石灰 岩の 礫 の み によ り構

成 さ れ， マト リ ック スの 節分 にお い ても 石灰 岩 以外 の岩

石 租 は極 めて ま れで あ る。 海 溝外 側斜 面 で 見ら れる 石灰

岩 が 塊状 であ る のと は対 照的 に ，海 禰内 側 では 石灰 岩は

は げ し く 破 砕 さ れ て い る 。 し か しな がら ， 第146 潜 航 の

課 取 試料 に よ る と石 灰 岩 内 部 の変形 は 顕 著 では ない 。 石

灰 岩 その もの は ａｌｇａｅ やr ｕdiｓtids を多 量に 含 む こ とか

ら ， 海溝 外 側斜 面 に 擲 出 する ものと同 一 であ る と判 断 さ

れる 。

海 溝内 側 斜面 では 破砕 され た石灰 岩 の上 位に 凝灰 質 砂

岩 か 観察 さ れ た 。砂 岩 と破 砕 さ れた石 灰岩 の塊 界は 堆積

境 界 であ る。 砂 岩中 に は 細 か い 層理 面 が発 達 し ， タ フ簷

と 考 え ら れ る白 色 の 暦 を しば しば挟 むか， 変形 はわ ず か

で ， 下 位 の石 灰 岩 の よ うな 破 砕 は被 ってい ない 。砂 岩 は

主 に 火山 岩起 源 の物 質 か ら構 成 さ れ てい る。岩 石種 は安

山 岩 起 原 の物 質 が卓 越 し 。 そ の うち のあ る も の は2  py-

rｏｘｅｎｅ ａｎｄｅｓitｅも 含 ま れる 。 ナン ノブ ラ ｙク トンに よ

る 年 代 は3 ～ ４ Ｍａ（CN11 ） で あ る。 石 井 （1985 ），

KT8S-9 Scientific Res ｅａrｃｈ Members ｛1989 ｝は鳥 弧 側

に 位 置す る毋 鳥 梅山 及 び小 笠 原 海台 か ら同 様な 砂岩 を 報

告 し て い る。 ま た， 第146 潜 航 の最 後に 見 ら れ た マ ンガ

ンで 覆 わ れ た砂 岩 の ， マ ンガ ン層 の厚さ は ２ ～ ３ｍ ｍ で
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闊7 114S 潜 航 に 沿 ・ た 地 形 断 面

Fig.  7 C ｒＱｓｓt ～tｉａｎ ａｌｏｎＳ the 1145 dive.

図8 ･146 潜航地点 の地形と航跡圜

Fj宮.8 Ship track of the dive 奏146＆nd thl topography.

JAMSTEC  J･Ｄ●●pS ●●Ｒ●●･,10 (1994)



図 ９ 羃146 滞 航 に汾 ９ た衂 形斯 面

Fig.9r 丶vut section ａｌｏａｇ tｈｅ旧46dj ｖｅ.

ある。このことから最近數十万年はこの付近 は静穏で

あったことがわかる。

これらのことから，小笠原海台の枕み込みと釐側斜面

の形成・ 程につ いて以下の２つの可能性が考えられる。

第１は，揶146潜航で観察された石灰岩はい一lたん海溝

底に堆積したものが付加したものである可能 性である。

海合は海溝紬に近付くにつれ多くの正断層によ って切ら

れ， 海溝斜面では大簇漢の斜面崩壊か生じる。 この段階

で海台瑣部にあうた遠樺性堆積麭li失われ 梅溝外側斜

面下都には石灰岩のみかａ 鮗して露出する。こうして海

溝軸に達した石灰岩は圧縮場で逆断層が生じることによ

り，破砕される。破砕された石灰岩は海溝内側斜面に付

加し，第146潜航で観察されたような石灰岩履を形成す

る。このような破砕に饂ぐ活発な付加作用は海合の沈み

込み|こ起因するが，愚近はこうした瀲しい慶助4ま起 こっ

ておらず，破砕された石灰岩層の上に3 ～４Ｍａの鳥弧の

火山岩に由来する物質が堆積している。このような堆積

岩は当海域で一餃に採取されている岩石であ る。 また，

この堆積屬の上位にマンガンで覆われた砂岩があること

から現在まで数～数十万年はこの海嫉が澂しい変勦 もな

く，堆積逮度も遅いことがわかる。付加及び火山腴堆穡

物によりできた斜面はその後崩壊し，凝灰賀砂岩と石灰

岩からなる崖錐が形成された。３～ ４Ｍａ以降稠在 まで

は，少なくとも潜航地点付近では小笠原淘合の沈み込み

が休止しているか沈 み込みの適度が帳めて運く。付加作

用が起こ っていない もの と判断される。 また，Ｓ～ ４

Ｍｊ以前|こ活発な付加作用lま長岡ほか（1989）が解 釈し

た西北西の走行の左膀づ れ断層（タイプ Ｄ） が活 勦Ｌ

た畤期に相当するものと椎測される。小笠飯沛台の東側

lごは海山列が続いて いるが。 かつては西側にも同様に誨

合もしくは海山 があ･･ たことが予懇され，それらはすで

にフィljピン海 プレートの下に沈みこんでいると考える

JAMSTECJ.D ・・･ s●I R・ｓ｡ 10 C1994）

と， 基本的には海台は沈み込んで いて｡ ０ｂｄｕctｉｏｎは

していないであろう。 しかし。現在は沈み込みが休止し

ていると考え られ，沈み込みは間欠的に起こりている可

能性があ る。つまり，海山の集合・合体を引きｌ こす横

すれ斷屬 の活勘は定常的に行なわれるわけではなく，イ

ベント的に発生する。こ の横ずれ断層の活衢が活発な時

期は，断層の北劍のブロックに相当する小笠原濔合は小

笠原弧の下に沈み込 み。 その際に， 付加作用が起こるも

のと考えられる。

第 ２に考えられるのは，第146 潜航の対象となった東

向 きの斜面下部がもともと海會で あ･1た可能 性である。

淘台上に 眈海渦軸に近忖くにつれ多 くの正断層（タイプ

Ａ）が発違する。そ の結果。海溝軸lこほぽ平行なダラー

ペンが形成されるであろう。図４によると， 鵞146潛航

の斜面の柬農jに西向 きの嵐が平行に延びており，潜航嬲

査を行った東向 き斜 面がこの西向 きの崖同様に梅台を切

る正断層崖で，潜航地点東の凹地は海台上のグラーベソ

であるとも解釈できる。この凹地は周囲の地形から判断

して現在の海溝底とみなしてよいと晟われるが, 海台が

沈 み込んでクラーベｙの齠分 がちょうど海溝軸に達し。

地形的には海溝睦側斜面の最下部にあたるところに，も

ともと海會上にあ・ た東向きの断層崖がｌ 出している可

靤性が考えられる。 すなわち，第146嵩航で見られた石

灰岩とその上の砂岩屬は海溝海無の旄台の一琿として形

成された･,ので，その後梅溝岫に達して盍向 き斜面がそ

のまま陸側斜面の下部を構成することになった。 そし

て，その創面は斜面崩壊を起こし。 塵下部は石灰岩の砕

屑勧で埋もれた。斜面で観察された破砕された石灰岩が

このような老 屑廟土の堆墸であるとすると，石灰岩試料

の内部が表面に比ぺ変形が少ないことと爾和的である。

しかしながら，この場合嵐の上鄒に石灰岩の原斜面か大

規模な灌落崖が予想されるのにを,かかわらず，急斜面に

おいて略頑として観察されるものは砂岩屬のみという点

がやや不自然‘である。

Ｓ．まとめと今後の課爾

小笠原海台a】構造及び海台沈み込みにともなう海 陸両

側の斜面 の変形の比較を目的として第M5 ，116 潜航を

行
う た。

小霓原海台下部では逎礁性石灰岩が|μoam 以

卜凉絖して観察され。これらの石灰岩は形成 琵畤 の水濛

Ｏｍからおよそ6,000m 沈降したことがわかる。一方，海

台が沈み込みつつある海溝難側斜面では，海會下都を構

成するものと同じ石灰岩の破砕さ れたものが撫面 を椶

い。その上に凝灰麌砂岩の眉 が観禦された。 この陸吻斜

jj夕



面の形成過程に関しては，１）海溝軸に達した海會の石

灰岩が逆断ｌ によ。て破砕され 陸側に付加している場

合，２）海台上のiF釿・ によ・ て生 じたグラーベンを構

成する東向きの崖が海溝粕に達して陸側斜面とひとっづ

きになり，その後不安定な斜面が崩壊して斜面下郎が石

灰岩の岩屑で埋め･られている場合， の２つの可能性が考

えられる。 この問題を解決するためには第146潜航のさ

らに上部の陸側斜面の潜航爾査が必要であろう。
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町 良 １ 小竃原 海 台 ﾄ 部゙ 斜而（ 茸16 ）

Phot01 Lower  part of the Ogasawara Ｐｌａtｃａｕ ｛SI掏 ．

町良 ２ 小笠原淘台卜郎でＭられた石灰yl｛114S｝

写 貞 ６ 斜・.1こ郎 の翩 灰貿 砂111屑巾 に 腿 られ る新 駲｛S116 ｝

O ｇａｓａw ａr ａ Ｐｌａｌｅａu{s145}.

写 貞 ３ 海 搆陳飼 斜面 の鰻 卜郎 の111躍 円礫 （S146 ）

Pbolo 3 Talus br4 ｘciaｓ on t ｋ ｂａsｅ of the inner trcnch

wa11（s14酥
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pari 01 the inner trｅｎｃｈ wall 悍146k
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た眇y･J（S146 ）
Ph010 8 Snds ｌｏｎｅ wi哨 ｍａｎｇａｎｅsc cQalin旧5116).

Photo  9 1.1moIoneorl ・, ０χaglwara Platcau （s148 2 ）.
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